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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動車あるいは車両の外面の被洗浄面に付着した汚れ等を洗浄する為のブラシ片と軸体
とで構成される洗車機用洗浄ブラシにおいて、前記ブラシ片は洗浄部材、補強部材、及び
保護部材を有すると共に、前記補強部材の少なくとも一端に前記洗浄部材が接合されてあ
り、且つ前記保護部材が前記補強部材及び前記洗浄部材に重ね合わされてあり、前記ブラ
シ片は前記洗浄部材が複数の前記補強部材にて接合されてあると共に、前記洗浄部材及び
前記保護部材は隣り合う前記補強部材の間に折り線が形成されるよう折り合わされてある
ことを特徴とする洗車機用洗浄ブラシのブラシ片。
【請求項２】
　請求項１記載の構成よりなる洗車機用洗浄ブラシのブラシ片において、該ブラシ片は少
なくとも洗浄部材と補強部材の接合部が保護部材により重ね合わされてあることを特徴と
する洗車機用洗浄ブラシのブラシ片。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の洗車機用洗浄ブラシのブラシ片、及び軸体を有し、該軸体に前
記ブラシ片が形成されてあることを特徴とする洗車機用洗浄ブラシ。
【請求項４】
　駆動源と、被洗浄面に散布する洗浄剤及び洗浄水を噴出させるノズルと、洗浄後の被洗
浄面を乾燥させる乾燥手段を備えると共に、請求項３記載の洗車機用洗浄ブラシを搭載し
た洗車機。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車あるいは車両の外面の被洗浄面に付着した汚れ等を洗浄する為の洗車
機に使用する洗車機用洗浄ブラシのブラシ片、及びそのブラシ片を配した洗車機用洗浄ブ
ラシ、及びその洗車機用洗浄ブラシを搭載した洗車機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　自動車あるいは車両の外面の被洗浄面に付着した汚れ等を洗浄する為の洗車機に使用す
る洗浄ブラシのブラシ片、そのブラシ片を配した洗浄ブラシ、及びその洗浄ブラシを搭載
した洗車機に関しては、使用目的に応じて、さまざまな改良がなされ、例えば、洗浄部材
と取付部材で構成され、取付部材が門型洗車機の回転筒に取り付けられる布ブラシにおい
て、前記洗浄部材は、不織布で作られた細長袋と合成樹脂で作られた補強シートで構成さ
れ、補強シートは細長袋内に先端部を没して配置され、前記取付部材には複数の洗浄部材
が取り付けられていることを特徴とした門型洗車機の回転筒に取り付けられる布ブラシが
、特許第３５２５７５４号に開示されてある。
【０００３】
　また、回転体の外周に多数のブラシ片を固定した洗車用ブラシにおいて、前記ブラシ片
が、回転体に固定される取付基部から中間部まで延在する発泡合成樹脂片と、発泡合成樹
脂片の延在端に接合されて先端部まで延在する不織布片とを有してなる洗車用ブラシが、
特開２００６－６２４８４号公報に開示されてある。
【０００４】
【特許文献１】特許第３５２５７５４号
【特許文献２】特開２００６－６２４８４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従来の洗車機用洗浄ブラシのブラシ片、そのブラシ片を配した洗浄ブラシ、及びその洗
浄ブラシを搭載した洗車機は、例えば、上記の如くの特徴を有する技術が開示されてある
が、特許第３５２５７５４号に開示されてある技術においては、合成樹脂で作られた補強
シートが、不織布で作られた細長袋内に先端部を没して洗浄部材が構成されているので、
布ブラシは初期状態においては、洗浄部材が補強シートにより毛腰を維持しながら被洗浄
面に当接し、不織布により汚れを除去することができる。しかしながら、洗車を継続して
いくと、合成樹脂で作られた補強シートは先端部が不織布で作られた細長袋内に没してあ
るのみなので、補強シートの先端部は自由端となっており、洗車中に補強シートと不織布
が擦れ合い、不織布が破れ、洗浄部材は破損することになり、布ブラシは長期間に亘り、
優れた洗浄性能を維持することができないという課題を有していた。
【０００６】
　さらに、不織布が破れると、不織布で作られた細長袋内に没してあった補強シートが露
出することになる。補強シートは合成樹脂で作られてある為、露出した補強シートが被洗
浄面に当接すると、被洗浄面に傷を付着させるという課題も有していた。
【０００７】
　また、特開２００６－６２４８４号公報に開示されてある技術においては、初期状態で
は、ブラシ片は発泡合成樹脂片により毛腰を保持しながら被洗浄面に当接し、不織布片に
より被洗浄面に付着した汚れを除去することが可能である。しかしながら、洗車を継続し
ていくと、ブラシ片の先端に形成された不織布片が洗浄水を含み、不織布片の重量が増す
ことになる。ブラシ片の基端に形成された発泡合成樹脂片は、独立気泡発泡体であるので
、洗浄水はほとんど含まないものの、先端の不織布片の重量増に伴い、次第に毛腰が失わ
れる。その為、ブラシ片は回転体に巻き付き、作用半径が小さくなり、洗い残しが生じる
ようになるので、洗車用ブラシは長期間に亘り、優れた洗浄性能を発揮することができな
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いという課題を有していた。
【０００８】
　本発明は、上記従来の課題を解決するもので、長期間に亘り、ブラシ片の毛腰が保持さ
れ、洗い残しの発生が無い優れた洗浄性能が発揮されると共に、ブラシ片の破損により被
洗浄面に傷を付着させることの無い洗車機用洗浄ブラシのブラシ片、及びそのブラシ片を
配した洗車機用洗浄ブラシ、及びその洗車機用洗浄ブラシを搭載した洗車機を提供するこ
とを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前記従来の課題を解決する為に、請求項１の発明の洗車機用洗浄ブラシのブラシ片は、
自動車あるいは車両の外面の被洗浄面に付着した汚れ等を洗浄する為のブラシ片と軸体と
で構成される洗車機用洗浄ブラシにおいて、前記ブラシ片は洗浄部材、補強部材、及び保
護部材を有すると共に、前記補強部材の少なくとも一端に前記洗浄部材が接合されてあり
、且つ前記保護部材が前記補強部材及び前記洗浄部材に重ね合わされてあり、前記ブラシ
片は前記洗浄部材が複数の前記補強部材にて接合されてあると共に、前記洗浄部材及び前
記保護部材は隣り合う前記補強部材の間に折り線が形成されるよう折り合わされてあるも
ので、ブラシ片は補強部材により毛腰を保持しながら被洗浄面に当接すると共に、洗浄部
材により被洗浄面に付着した汚れを除去する。また、洗浄部材は補強部材の一端に接合さ
れて形成されてある為、洗車中に洗浄部材と補強部材が擦れ合い、ブラシ片が破損するこ
とが無い。その為、ブラシ片は、長期間に亘り、優れた洗浄性能が発揮される。
【００１０】
　さらに、ブラシ片は、保護部材が補強部材に重ね合わされて形成されてあるので、補強
部材が被洗浄面に直接、当接することが無く、補強部材による被洗浄面にたいする傷の付
着が防止される。また、ブラシ片は洗浄部材が複数の補強部材にて接合されてあると共に
、隣り合う補強部材の間に折り線が形成され、保護部材が補強部材に重ね合わされてある
為、補強部材と保護部材が折り線にて擦れ合うことが無いので、補強部材による保護部材
の破損が防止される。その為、ブラシ片の耐久性が飛躍的に向上する。また、ブラシ片の
毛腰が一段と強くなり、洗浄性能が一層向上する。
【００１１】
　請求項２の発明の洗車機用洗浄ブラシのブラシ片は、特に、請求項１の発明の洗車機用
洗浄ブラシのブラシ片において、該ブラシ片は少なくとも洗浄部材と補強部材の接合部が
保護部材により重ね合わされてあるもので、接合部は被洗浄面に直接、当接しない為、摩
耗することが無い。その為、洗浄部材が補強部材から脱落することが防止されるので、ブ
ラシ片の耐久性が大幅に向上する。
【００１４】
　洗浄部材は、人工皮革よりなる。人工皮革は、極細繊維を有する不織布及び極微細な気
泡を有する多孔質化されたポリウレタンよりなる二重構造体であり、洗浄部材として用い
た場合、被洗浄面に密着して、汚れを拭き取る。また、多孔質化されたポリウレタンを有
する為、被洗浄面に当接を繰り返しても、破れ、切れ等の破損が発生し難い。なお、極細
繊維とは、一般的に繊度が１デシテックス未満の繊維のことであり、１デシテックスとは
糸長が１００００ｍで１ｇとなる繊維のことである。
【００１５】
　また、洗浄部材は、上記人工皮革の他、合成皮革、人造皮革等の擬革、織布、不織布、
編物等の布帛、合成樹脂発泡体、フィルム状樹脂組成物等を採用してもよい。
【００１６】
　補強部材は、ポリエチレン、ポリスチレン、塩化ビニル等の合成樹脂板よりなる。なお
、前記合成樹脂板は、架橋剤等により、合成樹脂の分子間に橋架け構造が形成された合成
樹脂板を用いるのが望ましい。橋架け構造を有する合成樹脂板は曲げ応力に優れ、繰り返
しの屈曲に強いことから、ブラシ片の構成部材として用いた場合、割れ、折れ等の破損が
発生し難く、補強部材として長期間に亘り、ブラシ片に強い毛腰を付与することが可能で
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ある。
【００１７】
　また、補強部材は、上記合成樹脂板の他、熱可塑性エラストマーシート、熱可塑性エラ
ストマーを溶融紡糸した繊維からなる織布、不織布、編物等の布帛等を採用することもで
きる。
【００１８】
　保護部材は、超低密度ポリエチレン、エチレンビニルアセテート、エチレンメチルアク
リレート、エチレンエチルアクリレート、エチレンブチルアクリレート等のポリオレフィ
ン系樹脂を発泡させた独立気泡を有する合成樹脂発泡体よりなる。前記合成樹脂発泡体は
、独立気泡を有しているので、洗車中においても洗浄水の吸収が低く、ブラシ片１の重量
増につながらず、洗車機の駆動源にたいする負荷が軽減される。
【００１９】
　また、保護部材は、上記合成樹脂発泡体の他、連続気泡を有する合成樹脂発泡体、織布
、不織布、編物等の布帛、人工皮革、合成皮革、人造皮革等の擬革、フィルム状樹脂組成
物等を採用しても構わない。
【００２０】
　なお、洗浄部材、補強部材、及び保護部材の材質の選択、組み合わせについては、使用
環境、コスト等の使用目的に応じて、適宜、決定されるものである。
【００２１】
　また、請求項３の発明の洗車機用洗浄ブラシは、請求項１又は２に記載の洗車機用洗浄
ブラシのブラシ片、及び軸体を有し、該軸体に前記ブラシ片が形成されてあるもので、洗
車機用洗浄ブラシには、長期間に亘り、補強部材により毛腰を保持しながら被洗浄面に当
接すると共に、洗浄部材により被洗浄面に付着した汚れを除去するブラシ片が装着されて
ある。その為、長期間に亘り、ブラシ片は軸体に巻き付くことが無く、作用半径を維持し
ながら被洗浄面に当接し、汚れを除去するので、洗車機用洗浄ブラシは洗い残しの無い、
優れた洗浄性能が発揮される。
【００２２】
　また、請求項４の発明の洗車機は、駆動源と、被洗浄面に散布する洗浄剤及び洗浄水を
噴出させるノズルと、洗浄後の被洗浄面を乾燥させる乾燥手段を備えると共に、請求項３
に記載の洗車機用洗浄ブラシを搭載したもので、長期間に亘り、洗い残しの無い、優れた
洗浄性能を有する洗車機用洗浄ブラシが搭載されてある為、洗車機は、駆動源により洗車
機用洗浄ブラシの回転を低速に設定すると共に、洗浄時間を短時間に設定した場合におい
ても、優れた洗浄性能が発揮される。
【発明の効果】
【００２３】
　請求項１の発明の洗車機用洗浄ブラシのブラシ片は、補強部材の少なくとも一端に洗浄
部材が接合されてある為、洗浄部材は、補強部材により毛腰を保持しながら被洗浄面に当
接すると共に、被洗浄面に付着した汚れを除去することができる。その為、ブラシ片は長
期間に亘り、非常に優れた洗浄性能を発揮することができる。また、保護部材が補強部材
に重ね合わされて形成されてあるので、補強部材が被洗浄面に直接、当接することが無く
、補強部材による被洗浄面にたいする傷の付着を防止することができる。さらに、ブラシ
片は、折り合わされて形成されてあるので、ブラシ片の毛腰が一段と強くなり、洗浄性能
が一層向上する。また、補強部材と保護部材が折り線にて擦れ合うことが無いので、補強
部材による保護部材の破損を防止することができる。
【００２４】
　請求項２の発明の洗車機用洗浄ブラシのブラシ片は、洗浄部材と補強部材の接合部が保
護部材により重ね合わされてあるので、接合部が直接、被洗浄面に当接して摩耗すること
が無く、洗浄部材の補強部材からの脱落が防止されると共に、接合部による被洗浄面にた
いする傷の付着を防ぐことができる。
【００２６】
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　請求項３の発明の洗車機用洗浄ブラシは、請求項１又は２の発明における洗車機用洗浄
ブラシのブラシ片を有している為、ブラシ片は軸体に巻き付くこと無く、作用半径を維持
しながら被洗浄面に当接するので、洗い残しの無い、優れた洗浄性能を発揮することがで
きる。
【００２７】
　請求項４の発明の洗車機は、請求項３の発明における洗車機用洗浄ブラシが搭載されて
いる為、優れた洗浄性能を有することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。なお、この実施の形
態により本発明が限定されるものではない。
【００２９】
　（実施例１）
　図１（ａ）は、本発明の洗車機用洗浄ブラシを前面側から見た斜視図、図１（ｂ）は、
図１（ａ）の側面図、図１（ｃ）は、図１（ａ）のＡ－Ａ断面図、図２（ａ）は、保護部
材の平面図、図２（ｂ）は、接合された洗浄部材と補強部材の展開平面図、図２（ｃ）は
、本発明のブラシ片の展開平面図、図３は、折り線に沿って折り合わされたブラシ片を前
面側から見た斜視図である。
【００３０】
　図１（ａ）、及び図１（ｂ）において、洗車機用洗浄ブラシ８は、複数のブラシ片１が
、アルミニウム等の金属材料からなる略円筒形状の軸体６の外周等分４箇所に設けられた
溝部７に概Ｍ字断面を有するように挿入され、リベット９にて固定して形成されてある。
ブラシ片１は、図１（ｃ）の如く、洗浄部材２と補強部材３が縫製による接合部５ａを介
して接合されてあり、且つ保護部材４が補強部材３、及び洗浄部材２と補強部材３の接合
部５ａに重ね合わされると共に、補強部材３と保護部材４は縫製による接合部５ｂを介し
て接合され、洗浄部材２が被洗浄面側に位置するよう形成されている。なお、補強部材３
と保護部材４は、リベット９にて軸体６に固定されるので、使用目的に応じては、接合部
５ｂを形成せず、重ね合わせるだけでも洗車機用洗浄ブラシ８としては使用可能である。
また、軸体６の外周面に設けられた溝部７は、等分４箇所以外にも、６箇所、８箇所、１
２箇所等、使用目的に応じて、適時、設定できる。
【００３１】
　次に、図１、図２、及び図３を用いて、洗車機用洗浄ブラシ８の製造手順について説明
する。
【００３２】
　最初に、図２（ａ）の如く、長手方向の略中央部に４箇所の取付孔１０ｂを有する平板
状の保護部材４を用意する。次に、図２（ｂ）の如く、長手方向の略中央部に取付孔１０
ａを有する４枚の平板状の補強部材３の両端部にたいして、平板状の洗浄部材２の一方の
端部をそれぞれ重ね合わせ、縫製による接合部５ａを介して洗浄部材２と補強部材３を接
合する。次に、保護部材４に設けられた４箇所の取付孔１０ｂと、４枚の補強部材３に設
けられた取付孔１０ａがそれぞれ重なり合うように、保護部材４を、補強部材３、及び洗
浄部材２と補強部材３の接合部５ａの上に重ね合わせる。次いで、図２（ｃ）の如く、４
枚の補強部材３の内、外方に位置する２枚の補強部材３の長手方向に沿った外方側の側縁
部を、重ね合わされた保護部材４と縫製による接合部５ｂを介して接合し、ブラシ片１を
形成する。なお、取付孔１０ａ、１０ｂは、トムソン型等により、打ち抜いて形成する。
また、接合部５ａ、５ｂの形成方法は、前記縫製以外にも、ネジ止め、リベット止め等の
物理的接合方法、接着、溶着、熱圧着等の化学的接合方法を用いても何ら支障は無い。
【００３３】
　そして、図３の如く、隣り合う補強部材３の間に折り線１１が形成されるよう、ブラシ
片１が概Ｍ字断面を有するように折り合わせる。前記の如く、折り合わされたブラシ片１
は、長手方向の略中央部にて二つ折りして、軸体６の溝部７に挿入され、取付孔１０ａ、
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１０ｂにリベット９が挿入されると共に、リベッター等でリベット９を打ち付け、軸体６
にブラシ片１が固定されて洗車機用洗浄ブラシ８が製作される。なお、補強部材３を３枚
用意し、上記の如く、ブラシ片１を形成し、ブラシ片１が概Ｎ字断面を有するように折り
合わせた形態も採用できる。
【００３４】
　次に、本発明の洗車機用洗浄ブラシ８のブラシ片１の初期状態における洗浄性能、洗浄
２４０時間後における洗浄性能について試験した。下記に示した要領で測定し、その結果
を表１に示した。なお、洗車機における車１台あたりの洗浄時間は約２分なので、２４０
時間の洗浄は約７２００台の車を洗浄したことに相当する。
【００３５】
　実施例として、断面が長方形である幅３２０ｍｍ×厚み０．９ｍｍ×長さ１２０ｍｍの
人工皮革からなる洗浄部材２を２枚、幅６０ｍｍ×厚み０．８ｍｍ×長さ４００ｍｍの合
成樹脂板からなる補強部材３を４枚、幅３２０ｍｍ×厚み２．５ｍｍ×長さ４４０ｍｍの
合成樹脂発泡体よりなる保護部材４を１枚用意した。次に、４枚の補強部材３の両端部に
洗浄部材２の一方の端部を重ね合わせ、縫製による接合部５ａを介して洗浄部材２と補強
部材３を接合した。次いで、保護部材４を補強部材３、及び洗浄部材２と補強部材３の接
合部５ａに重ね合わせると共に、４枚の補強部材３の内、外方に位置する２枚の補強部材
３の長手方向に沿った外方側の側縁部を、重ね合わされた保護部材４と縫製による接合部
５ｂを介して接合し、ブラシ片１を形成した。前記と同様の製作方法にて、合計４枚のブ
ラシ片１を用意し、試験片とした。
【００３６】
　また、比較例として、上記実施例と同一の洗浄部材を２枚、保護部材を１枚用意し、保
護部材の両端部に洗浄部材の一方の端部を縫製による接合部を介して接合し、ブラシ片を
形成した。前記と同様の製作方法にて、合計４枚のブラシ片を用意し、試験片とした。
【００３７】
　そして、直径が８９ｍｍで且つ長さが９００ｍｍの円筒状の軸体６の外周面に、各試験
片を概Ｍ字断面を有するよう折り合わせ、各試験片を４枚ずつ軸体６の周方向に等間隔毎
にリベット９にて取り付けた。
【００３８】
　次に、上記軸体６を６０ｒｐｍの一定の回転速度で回転させる一方、一面に人工汚れを
塗布した白色ソリッド塗装鋼板を用意し、前記回転速度で回転している軸体６の外周面に
取り付けた各試験片の先端が描く仮想円上から１００ｍｍだけ軸体６の回転軸方向に近接
した位置に前記白色ソリッド塗装鋼板を、その汚れ面が軸体６に対向した状態に配設する
と共に、２０Ｌ毎分の散布量にて洗浄水を吹き付けながら１分間に亘って鋼板の汚れ面に
試験片を順次、摺接させることによって鋼板の汚れを除去した。
【００３９】
　そして、試験片の初期状態における洗浄性能として、鋼板の汚れ面における試験片によ
って汚れを除去した部分の明度を、日本電色工業株式会社製の色差計ＮＲ－１で測定して
、下記基準により判断した。
　○・・・明度の向上が＋５以上
　×・・・明度の向上が＋５未満
【００４０】
　また、試験後の鋼板の洗い残しを目視観察して、下記基準により判断した。
　○・・・洗い残しが無い
　×・・・洗い残しが有る
【００４１】
　次に、上記試験片が装着された軸体６を、６０ｒｐｍの一定の回転速度で回転させると
共に、前記回転速度で回転している軸体６の外周面に取り付けた各試験片の先端が描く仮
想円上から１００ｍｍだけ軸体６の回転軸方向に近接した位置に鋼板を配設し、２０Ｌ毎
分の散布量にて洗浄水を吹き付けながら２４０時間に亘って鋼板に試験片を順次、摺接さ
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せた。
【００４２】
　そして、試験片の２４０時間後における洗浄性能として、上記初期状態における洗浄性
能と同様の基準により、洗浄性能、及び洗い残しについて判断した。
【００４３】
【表１】

【００４４】
　実施例のブラシ片１においては、初期状態、洗浄２４０時間後共に、補強部材３により
毛腰を保持しながら被洗浄面に当接すると共に、軸体６に巻き付くこと無く、作用半径を
維持して、洗浄部材２により汚れを除去する為、ブラシ片１は、長期間に亘り、洗い残し
の発生が無く、優れた洗浄性能を有するものであった。
【００４５】
　一方、比較例のブラシ片においては、初期状態では、保護部材により毛腰を保持しなが
ら被洗浄面に当接すると共に、軸体６に巻き付くこと無く、作用半径を維持して、洗浄部
材により汚れを除去することができ、洗い残しも生じなかった。しかし、ブラシ片は洗浄
を繰り返す内に、ブラシ片の先端に形成された洗浄部材が洗浄水を含み、補強部材が形成
されていない為、洗浄部材の重量増に伴い、次第に保護部材の毛腰が失われる。その為、
洗浄２４０時間後においては、ブラシ片は保護部材の毛腰が弱くなり、軸体６に巻き付き
ながら回転し、作用半径が小さくなり、洗浄部材が鋼板に当接しない部分については洗い
残しが発生し、洗浄性能についても劣るものであった。
【００４６】
　上記のように構成されたブラシ片１、及び洗車機用洗浄ブラシ８の動作、作用は下記の
通りである。
【００４７】
　ブラシ片１は、補強部材３により毛腰を保持しながら被洗浄面に当接すると共に、洗浄
部材２により被洗浄面に付着した汚れを除去する。また、洗浄部材２は補強部材３の両端
部に接合されて形成されてある為、洗車中に洗浄部材２と補強部材３が擦れ合い、ブラシ
片１が破損することが無い。その為、ブラシ片１は、長期間に亘り、優れた洗浄性能が発
揮される。
【００４８】
　また、ブラシ片１は、保護部材４が補強部材３に重ね合わされて形成されてあるので、
補強部材３が被洗浄面に直接、当接することが無く、補強部材３による被洗浄面にたいす
る傷の付着が防止される。
【００４９】
　また、ブラシ片１は、洗浄部材２と補強部材３の接合部５ａが保護部材４により重ね合
わされてあるので、接合部５ａは被洗浄面に直接、当接しない為、摩耗することが無く、
洗浄部材２が補強部材３から脱落することが防止される。
【００５０】
　また、ブラシ片１は、洗浄部材２が４枚の補強部材３にて接合されてあると共に、隣り
合う補強部材３の間に折り線１１が形成されるよう折り合わされてあるので、ブラシ片１
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の毛腰が一段と強くなり、洗浄性能が一層向上する。
【００５１】
　さらに、ブラシ片１は、洗浄部材２が４枚の補強部材３にて接合されてあると共に、隣
り合う補強部材３の間に折り線１１が形成され、保護部材４が補強部材３に重ね合わされ
てある為、折り線１１に沿って、補強部材３と保護部材４が擦れ合うことが無いので、補
強部材３による保護部材４の破損が防止される。
【００５２】
　また、洗車機用洗浄ブラシ８は、長期間に亘り、補強部材３により毛腰を保持しながら
被洗浄面に当接すると共に、洗浄部材２により被洗浄面に付着した汚れを除去するブラシ
片１が、軸体６に装着されて形成されてある。その為、長期間に亘り、ブラシ片１は軸体
に巻き付くことが無く、作用半径を維持しながら被洗浄面に当接し、汚れを除去するので
、洗車機用洗浄ブラシ８は洗い残しの無い、優れた洗浄性能が発揮される。
【００５３】
　なお、洗車機用洗浄ブラシ８の構造に関しては、特に限定されるものではなく、使用目
的に応じて、適時、設定することができる。
【００５４】
　（実施例２）
　図４は、本発明の洗車機用洗浄ブラシが搭載されてある洗車機の正面図である。
【００５５】
　図４において、洗車機２１は、本発明の洗車機用洗浄ブラシ８が搭載されてあり、洗車
機用洗浄ブラシ８は駆動源２２により回転駆動される。ノズル２３からは、被洗浄面にた
いして、洗浄剤、及び洗浄水等が散布され、洗車機用洗浄ブラシ８により、被洗浄面に付
着している汚れが除去され、洗浄後は洗車機２１の乾燥手段である乾燥機２４により被洗
浄面が乾燥される。
【００５６】
　上記のように構成された洗車機２１の動作、作用は下記の通りである。
【００５７】
　洗車機２１は、長期間に亘り、洗い残しの無い、優れた洗浄性能を有する洗車機用洗浄
ブラシ８が搭載されてある為、駆動源２２により洗車機用洗浄ブラシ８の回転を低速に設
定すると共に、洗浄時間を短時間に設定した場合においても、優れた洗浄性能を発揮する
ことができる。
【産業上の利用可能性】
【００５８】
　本発明の洗車機用洗浄ブラシのブラシ片は、主に、自動車あるいは車両の外面の被洗浄
面に付着した汚れ等を洗浄する為の洗車機に搭載する洗車機用洗浄ブラシのブラシ片とし
て使用する。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】（ａ）本発明の洗車機用洗浄ブラシを前面側から見た斜視図、（ｂ）図１（ａ）
の側面図、（ｃ）図１（ａ）のＡ－Ａ断面図
【図２】（ａ）保護部材の平面図、図２（ｂ）接合された洗浄部材と補強部材の展開平面
図、図２（ｃ）本発明のブラシ片の展開平面図
【図３】折り線に沿って折り合わされたブラシ片を前面側から見た斜視図
【図４】本発明の洗車機用洗浄ブラシが搭載されてある洗車機の正面図
【符号の説明】
【００６０】
１　ブラシ片
２　洗浄部材
３　補強部材
４　保護部材
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５ａ、５ｂ　接合部
６　軸体
７　溝部
８　洗車機用洗浄ブラシ
９　リベット
１０ａ、１０ｂ　取付孔
１１　折り線
２１　洗車機
２２　駆動源
２３　ノズル
２４　乾燥機

【図１】 【図２】



(10) JP 5118367 B2 2013.1.16

【図３】 【図４】



(11) JP 5118367 B2 2013.1.16

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００６－１５８９２７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－６２４８４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特許第３５２５７５４（ＪＰ，Ｂ２）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ６０Ｓ　　　３／０６　　　　
              Ａ４６Ｂ　　　７／１０　　　　
              Ａ４６Ｂ　　１３／０２　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

